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論 文 審 査 の 要 旨  
 No.2 
すようになった新住民たちが直面した諸問題や、それを解決するための社会資本整備の
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「第 4 章 社会資本整備と地域住民組織」は、「空間的に限定」された武庫之荘住宅
地が直面した諸問題に、地域住民組織がどのように対応したのかを検討する。阪急電鉄
の当初の宣伝とは異なり、武庫之荘住宅地ではインフラ整備が貧弱であり、水道やガス




























































読付き雑誌にすでに掲載されている（第 1 章は共著論文集に寄稿したもので、2011 年に刊行の
予定である）。 
 口頭試問の場で明らかになった通り、本論文いくつかの欠陥も内包している。例えば、「地域
社会」概念について、本論文では十分な定義が与えられておらず、先行研究において用いられて
いる「地域社会」概念との差異が不分明である。また、「空間的な限定性」を述べながら、住宅
地を取り囲む農村部の分析が不十分である。対象とする時期がアジア・太平洋戦争および戦後農
地改革をまたぐにもかかわらず、そのインパクトについては論じられていない。加えて、結論部
の展望は性急の憾みがある。 
 しかし、上述のように、本論文の、史料にもとづく実証研究としての価値は大きく、その結果
が隣接研究主題に及ぼす範囲も広い。その分析視角も独自性が高く、列挙した欠陥は、本論文の
成果によって浮上した今後の研究上の課題ともいうべきものである。 
 
以上の理由により、審査担当者は全員一致して、出口雄大君の学位請求論文が博士（経済学）
の学位を授与されるに十分値するものであるとの結論に達した。 
 
